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研究成果の概要（和文）：本研究を通し、理論的立脚点として、D. Davidsonが論文"A Nice Derangement of Epitaphs
"(以後NDEと表記)にて論じた「言語の死亡宣告」(戸田山, 2002)について考察した。Davidsonは日常言語の実態を鋭く
描いており、英語教育論的含意を探ることには一定の意義がある。本研究はNDEを大学英語教育の文脈で読み替え、既
存の評価論パラダイムの限界を理論的に検討した。汎用化に耐え得る評価可能性を否定する代替案として、プラグマテ
ィズムに立脚した新たなパラダイムを模索した。評価の「無力化」と「実用化」に向けての研究は今後の継続研究課題
とし、理論的思索を深めたい。

研究成果の概要（英文）：Throughout the period of the research, it has discussed the limitation of language
 media by considering the article titled "A Nice Derangement of Epitaphs (hereafter NDE)". Since it descri
bes the picture of ordinary language sharply, it has profound significance to ponder its implication at th
e area of University English education. It reinterpreted NDE in the context of English education, and disc
ussed its circumscription of the paradigm in existing evaluation theory. As an alternative, it explored a 
new paradigm and model of evaluation based on the philosophy of pragmatism.
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１．研究開始当初の背景 
 英語教育分野において「コミュニケーショ
ン能力/communicative competence」という
概念が提示されて久しいが、未だこの用語に
対する十全な説明及び解明は成し遂げられ
ていない。またそれに伴った評価の問題、す
なわち「コミュニケーションをどう評価する
のか」という点については難問として残され
たままである。しかしながらコミュニケーシ
ョンを重視し、それを全面に出した英語教育
が求められる社会的潮流の中、英語教育の現
場で個々の教員がコミュニケーション能力
を何らかの形で説明し、妥当で適切な評価が
求められていることもまた事実であろう。 
 第 二 言 語 習 得 研 究 の 分 野 で は 、
Hymes(1974)以来、狭い言語観、文法論から
脱却し、広義の言語コミュニケーション観の
確立を目指し、それが取り扱うべき裾野を拡
げてきた。ところが言語コミュニケーション
の構成要素の立証が困難であることが種々
明 ら か に さ れ る 中 、 communicative 
competence の議論は、再び言語的要素に特
化した狭義のスコープに逆戻りしつつある
ように思われる。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、大学英語教育におけるコミュ
ニケーション能力の解明のため、言語的熟達
がコミュニケーション能力を推計する有効
な物差しとなり得るかどうか検討した。また
本研究は「コミュニケーション能力」を「言
語コミュニケーション能力」に限定せずあく
まで広義に捉えた。このことにより既存の研
究にはない視点が得られたと考えたい。コミ
ュニケーション重視の大学英語教育が言語
メディアだけを評価するのは矛盾であると
すらいえ、言語をコミュニケーション活動の
あくまで一部として捉え、非言語表現をふん
だんに用いた活動全体をコミュニケーショ
ンとして評価することが適切であり、それを
遂行する能力(competence)こそが「コミュニ
ケ ー シ ョ ン 能 力 (communicative 
competence)」でなければならない。既存の
応用言語学研究が言語至上主義的傾向を持
つことはすでに多くの批判があり、現状、英
語教育評価はこの点に強く束縛されている
ことは否めない。 
 本研究は言語コミュニケーションではな
い、コミュニケーション能力そのものの評価
という観点において、独自の貢献を目指すも
のであった。 
 
３．研究の方法 
 本研究は既存の第二言語習得研究が捉え
てきた言語観やそれに基づく評価の枠組み
を拡張し、コミュニケーション活動全般を捉
えた評価モデルの構築を試みる点で独自性
がある。また言語熟達度がコミュニケーショ
ン能力の指標となり得るかについて、実践デ
ータに基づく検討を行うことは、コミュニケ

ーション能力解明のための示唆を提供し得
る。以下本研究が扱った具体的項目について
個別に記述する。 
・先行研究の限界点の整理 
コミュニケーション能力については第二言
語習得研究分野で幅広く調査・研究がすでに
行われてきており、それら国内外の成果を整
理し、課題点を検討した。 
 
・理論パラダイムの検討 
communicative competenceモデルについては、
社会言語学、応用言語学、第二言語習得研究
分野ですでに数多くのモデルが提示され、概
念やコンポーネントも変遷を辿ってきた。本
研究ではこれらの既存モデルを比較検討し、
本件研究が理論パラダイムとする広義のコ
ミュニケーション観を反映できる理論の模
索を行った。 
 
・独自調査(参与観察) 
一般に認識されていると考えられるコミュ
ニケーション能力と言語的熟達度との関連
性について、研究代表者が教員として担当す
る大学英語クラス(立命館大学生命科学部、
薬学部 1年生、2年生、3年生)の参与観察を
行い、学習者が持つ認識について検討した。 
 
・言語熟達度評価基準の検討 
既存の言語能力評価指標として、広く実践さ
れている TOEFL、TOEIC、GTEC、IELTS、ACTFL、
英検等のテスティングを取り上げ、言語熟達
度評価として、その中で持っても包括的なテ
スティングを選定、もしくはそれらの組み合
わせを検討した。この際、既存モデルが十分
に取り込めていない、言語パフォーマンスを
拡張させる非言語の役割や熱意・態度などの
情緒的、心理学的側面を組み入れた広義の言
語熟達度評価基準を理論、実践の双方から模
索した。 
 
・コミュニケーション活動評価基準の検討 
学習者のコミュニケーションを評価する指
標として、プロジェクト発信型英語プログラ
ムにおける英語授業での学生パフォーマン
スを用いた。この際すでに理論的私信は鈴木
(1997, 2003)に、具体的な実践評価指標は鈴
木(1994, 2009, 2013)に示されており、本研
究はこのクライテリアを踏襲した。 
 
※「プロジェクト発信型英語プログラム」と
は、鈴木佑治、田中茂範らが慶應義塾大学湘
南藤沢キャンパス(SFC)にて開発、実践を行
った英語教授法であり(詳細は鈴木 2003, 
2009, 2010 等を参照)、現在は鈴木によって
立命館大学生命科学部、薬学部、スポーツ健
康科学部、大学院生命科学研究科にて実践が
行われている。研究代表者自身も当実践にか
つて学習者として参加し、現在は教員として
関与している。 
 



４．研究成果 
 英語教育評価論は、コンピュータ導入によ
る項目応答理論等の発達等も寄与すること
で、これまで目覚ましい発展を遂げてきた。
妥当性、信頼性を担保し、個々人が持つ安定
した英語能力の特質を抽出することを目標
とし、これらに対しては限りなく達成に近づ
きつつあるといえよう。しかしながら、これ
らの評価論パラダイムの根本には、いわゆる
「英語力」というものの存在が大前提にされ
ており、そしてそれを評価・測定できるとい
う想定に基づいている。本当に英語力は存在
し、そしてそれらを評価できるのか、評価論
におけるこれら根本問題の検討はこれまで
十分になされてきたとはいい難い。 
 本研究を通し、理論的立脚点として、D. 
Davidson が言語哲学における論文"A Nice 
Derangement of Epitaphs"(以後 NDE と表記)
にて論じた「言語の死亡宣告」(戸田山, 2002)
について考察した。Davidson は哲学者や言語
学者が想定する規約(convention)に基づい
た言語観をも大胆に否定するが、Davidson が
論じるコミュニケーションが日常言語の実
態を鋭く描いており、その英語教育論的含意
を探ることには(英語教育がコミュニケーシ
ョン重視に傾くならば)一定の意義がある。
また現行の英語教育の評価モデルは百花繚
乱状態であり、それが測定する能力も多岐に
亘っている。しかし不思議なことに、各評価
間には一定の相関が見られ、いくつかの根本
的な問題を孕んでいるにも関わらず、概ね学
生達に受け入れられている傾向がある。本研
究は NDE を大学英語教育の文脈で読み替え、
既存の評価論パラダイムの限界を理論的に
検討した。汎用化に耐え得る評価可能性を否
定する代替案として、プラグマティズムに立
脚した新たな評価論パラダイムの理論を模
索した。最終的に「プラグマティック評価論」
の輪郭を描いた。評価の「無力化」と「実用
化」に向けての研究は今後の継続研究課題と
し、理論的思索を深めたい。 
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